
山
梨
県
告
示
第
百
三
十
七
号

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
（
平
成
四
年
山
梨
県
告

示
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
四
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
の
　
の
11
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

12

高
速
自
動
車
国
道
中
部
横
断
自
動
車
道
の
う
ち
中
巨
摩
郡
白
根
町
大
字
在
家
塚
字
柳
原
五

八
四
番
五
か
ら
北
巨
摩
郡
双
葉
町
龍
地
字
着
物
沢
四
八
弐
参
番
ま
で
の
区
間
の
用
地
並
び
に

そ
の
用
地
の
両
側
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

訓
　
　
　
令

山
梨
県
訓
令
甲
第
二
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
（
昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
青
少
年
女
性
課
」
を
「
青
少
年
課
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
青
少
年
女
性

課
長
」
を
「
青
少
年
課
長
」
に
、「
青
少
年
女
性
課
長
補
佐
」
を
「
青
少
年
課
長
補
佐
」
に
改
め
、
同
条

第
五
項
中
「
青
少
年
女
性
課
」
を
「
青
少
年
課
」
に
改
め
る
。

別
表
二
中
「
青
少
年
女
性
課
長
」
を
「
青
少
年
課
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
三
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
四
年

三
月
二
十
九
日

号
外
第
二
十
三
号

金　曜　日

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
公
印
の
作
成

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
の
一
部
改
…
…
…
…
一

正

訓
　
　
　
令

○
山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
成
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
公
印
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
六
号
の
二

山
梨
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
山
梨
県
知

事
印
を
作
成
し
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
そ
の
使
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

峡
東
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
用
（
九
）
の
山
梨
県
知
事
印
（
一
般
文
書
用
）

印
影

三（ ）



山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
及
び
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
」
を
「
、
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
及
び
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
、「
及
び
校
長
」
を
「
、
校
長
及
び
所
長
」
に
、「
婦
長
」
を
「
看
護
師
長
」
に
改
め
、「
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
の
改
正
規
定
中
「
婦
長
」

を
「
看
護
師
長
」
に
改
め
る
部
分
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
四
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

山
梨
県
職
員
の
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
職
員
を
除
く
」
を
「
職
員
を
除
き
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定

す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
含
む
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
知
事
の
部
部
長
の
項
中
「
大
学
学
長
」
を
「
地
域
振
興
局
長
、
保
健
所
長
、
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
、
女
性
セ
ン
タ
ー
館
長
、
大
学
学
長
」
に
、「
環
境
科
学
研
究
所
の
副
所
長
」

を
「
女
性
セ
ン
タ
ー
の
副
館
長
、
環
境
科
学
研
究
所
の
副
所
長
（
所
長
の
指
定
す
る
者
に
限
る
。）」
に

改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
出
先
機
関
の
長
並
び
に
地
域
振
興
局
の
部
長
（
局
長
と
勤
務
地
が
異
な

る
者
に
限
る
。）、
副
部
長
（
部
長
と
勤
務
地
が
異
な
る
者
に
限
る
。）
及
び
次
長
（
部
長
及
び
副
部
長

と
勤
務
地
が
異
な
る
者
に
限
る
。）（
以
下
「
出
先
機
関
の
長
等
」
と
い
う
。）
は
、
あ
ら
か
じ
め
所
属

長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
出
先
機
関
の
長
に
あ
つ
て
は
、
用
務
地
が
県
外
で
あ

る
と
き
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
出
先
機
関
の
長
」
を
「
出
先
機
関
の
長
等
」
に
、「
も
の
と
す
る
」
を
「
も

の
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

た
だ
し
、
出
先
機
関
の
長
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
有
給
休
暇
が
三
日
以
上
に
及
ぶ
と
き
に
限
る
も
の

と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
出
先
機
関
の
長
」
を
「
出
先
機
関
の
長
等
」
に
、「
も
の
と
す
る
」
を
「
も

の
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

た
だ
し
、
出
先
機
関
の
長
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
職
務
免
除
が
三
日
以
上
に
及
ぶ
と
き
に
限
る
も
の

と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
所
属
長
」
の
下
に
「
並
び
に
地
域
振
興
局
の
副
部
長
（
部
長
と
勤
務
地
が

異
な
る
者
に
限
る
。）
及
び
次
長
（
部
長
及
び
副
部
長
と
勤
務
地
が
異
な
る
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、

「
出
先
機
関
の
長
」
を
「
出
先
機
関
の
長
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
短
期
大
学
」
を
「
大
学
及
び
短
期
大
学
」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

二



三

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

第
十
一
号
様
式
、
第
十
一
号
様
式
の
三
及
び
第
十
三
号
様
式
の
注
を
削
る
。

第
十
七
号
様
式
中
「
総
務
係
長
」
を
「
総
務
担
当
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
五
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
婦
人
労
働
開
発
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。

別
表
総
合
農
業
試
験
場
の
項
中
「
花
き
等
の
振
興
業
務
」
を
「
野
菜
、
花
き
等
の
試
験
研
究
業
務
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
六
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
成
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
成
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
成
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県

訓
令
甲
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
企
画
県
民
局
、
環
境
局
、
リ
ニ
ア
交
通
局
、」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
七
号 総

務
係
長

総
務
担
当



本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
公
印
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
公
印
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
公
印
管
理
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
号
中
「
女
性
政
策
室
長
」
を
「
再
資
源
化
シ
ス
テ
ム
推
進
室
長
」
に
、
「
、
技
術
管
理

室
長
及
び
ダ
ム
建
設
室
長
」
を
「
及
び
技
術
管
理
室
長
」
に
、「
建
築
主
事
印
」

に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
十
三
号
中
「
建
築
主
事
印
」
を
「
建
築
主
事
印
及
び
建
築
監
視
員
印
」
に
改
め

る
。別

表
知
事
印
の
項
中
「
弐
　
峡
東
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
用
」
を
「
弐
　
削
除
」
に
、
「
八
　
富

「
八
　
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興

士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
北
都
留
総
務
課
用
」
を

九
　
峡
東
地
域
振
興
局
企
画
振
興

局
企
画
振
興
部
北
都
留
総
務
課
用

に
改
め
、
同
表
建
築
主
事
印
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

部
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

県
　
監
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
ミ

梨
　
築
　
員
　
　
第
一
　
リ
メ
ー
　
建
築
基
準
法
に
よ
る
命
令
書
交
付
用

ト
ル
平

山
　
建
　
視
　
　
　
　
　
方

建
築
基
準
法
に
よ
る
命
令
書
交
付
用

建
築
監
視

県
　
監
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
　
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
用

員
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八
ミ
　
弐
　
峡
東
地
域
振
興
局
塩
山
建
設
部
用

梨
　
築
　
員
　
　
　
第
二
　
リ
メ
ー
　
参
　
峡
東
地
域
振
興
局
石
和
建
設
部
用

ト
ル
平
　
四
　
峡
南
地
域
振
興
局
市
川
建
設
部
用

山
　
建
　
視
　
　
　
　
　
　
方
　
　
　
五
　
峡
南
地
域
振
興
局
身
延
建
設
部
用

六
　
峡
北
地
域
振
興
局
建
設
部
用

七
　
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
都
留

建
設
部
用

八
　
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
大
月

建
設
部
用

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
八
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

「
青
　
少
　
年
　
課
　
　
青
　

別
表
第
一
第
一
号
の
表
中
「
青
少
年
女
性
課
　
青
　
女
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

男
女
共
同
参
画
課
　
男
女
共
」

「
治
　
山
　
林
　
道
　
課
　
治
　
山
」
を
「
治
山
林
道
課
　
治
　
山
」
に
、「
女
性
政
策
室
　
女
　
政
」
を

全
国
植
樹
祭
推
進
課
　
植
　
祭
」

「
技
術
管
理
室
　
技
　
管

「
再
資
源
化
シ
ス
テ
ム
推
進
　
再
シ
推
」
に
、

を
「
技
術
管
理
室
　
技

ダ
ム
建
設
室
　
ダ
　
建
」

管
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
三
号
の
表
中
「
人
労
働
開
発
セ
ン
タ
ー

婦
　
開」
を
「
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　
就
　

支
」
に
、
「
深
城
・
笹
子
ダ
ム
建
設
事
務
所
　
深
　
笹

」
を
「
深
城
ダ
ム
建
設
事
務
所
　
　
深
　
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

四

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

青
少
年
女
性
課
　
青
　
女

女
性
政
策
室
　
女
　
政

支

管

再
資
源
化
シ
ス
テ
ム
推
進
　
再
シ
推

深
城
・
笹
子
ダ
ム
建
設
事
務
所
　
深
　
笹

婦
人
労
働
開
発
セ
ン
タ
ー
　
婦
開

深
城
ダ
ム
建
設
事
務
所
　
　
深
　
　

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　
就

男
女
共
同
参
画
課
　
男
女
共

青
　
少
　
年
　
課
　

青

ダ
ム
建
設
室
　
ダ
　
建

技
術
管
理
室
　
技
　
管

治
山
林
道
課
　
治
　
山

技
術
管
理
室
　
技

全
国
植
樹
祭
推
進
課
　
植
　
祭

治
山
林
道
課
　
治
　
山

「
建
築
主
事
印

を
　
　
　
　
　
　
　
　

建
築
監
視
員
印
」

（番　　号）


